
今週の例会（2019年4月5日）
■ プログラム
クラブフォーラム
松村 泰英 親睦活動委員長

■ 祝　誕生日
西野 寿繁（11 日）

4 月 19 日：卓話担当　榎本 善夫 会員
■ 今後の予定

■ ニコニコ箱
・山本博章様、本日卓話よろしくお願い致します
  近藤様、泉大津ＲＣへの来会ありがとうござい
  ます（藤野）
・山本さん、本日の卓話宜しくお願い致します
  （泉谷）
・渡辺様はじめ多くの方々にお世話になって例
  会に出席できますこと、感謝します（古林）
・御誕生日御祝有難うございます（釜野）
・誕生日お祝いありがとうございました（瀧谷）
・早退のおわび（籔野）

累計
ニコニコ箱合計

667,000 円　
10,000 円

手に手つないで
■ 今月のロータリーソング
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インスピレーションになろう
2018-2019　ＲＩ会長 バリー・ラシン　泉大津ロータリークラブ（創立1956.5.4）

■ 先週の例会

兎　　　　　追いし　　彼の山
小鮒　　　　釣りし　　彼の川
夢は　　　　今も　　　廻りて
忘れがたき　故郷

ふるさと
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例会場　　ホテルレイクアルスターアルザ泉大津
T E L　　 0725-20-1121
例会日時   毎週金曜日 12：30～13：30

泉大津ロータリークラブ

榎本（3/6 和泉ＲＣ）
瀧谷（3/1 理事役員会）

■ メークアップ

今月の歌

会長の時間

藤野 修次 会長

■ 出席報告 会員数43名 出席免除0名

90.70％

月日 出席率出席数 欠席 補充

3/29 35名 8名 ― 81.40％

3/8 37名 6名 2名

■ ビジター
近藤　修一　様（東京あけぼのＲＣ）

○本日例会終了後、親睦活動委員会を開催します。 
　（松村　泰英　親睦活動委員長）

○高石ロータリークラブ例会変更のご案内
　４月２日（火）は４月６日（土）酒蔵見学・桜見
　４月３０日（火）は休会
　５月７日（火）は休会
○和泉ロータリークラブ例会変更のご案内
　４月１７日（水）は４月１８日（木）職業奉仕移
　動例会
　５月１日（水）は休会

委員会報告

幹事報告　　　　  泉谷　仁博　ＳＡＡ

■ 次週のプログラム
・4 月 12 日：家族例会に振替休会
・4 月 14 日：家族例会

て、お話をさせていただきます。
　飛鳥時代の大化から数えて２４７番目の元号
「平成」がまもなく終わろうとしています。「大化
の改新」に始まり、平城京に花開いた「天平文化」、
天皇親政の理想とされた「延喜・天暦の冶」、２度
にわたる蒙古襲来「文永・弘安の役」、「明治維
新」・・・。日本人は、元号をその時に起こった歴史
上の出来事や文化の様相と結びつけて記憶して
います。「幕末までの元号の平均期間は実のとこ
ろ、５年に満たなかったそうです。改元には天皇
の代替りをはじめ、吉事、天災や戦乱、などの契機
によって頻繁に行われたそうです。紀元前の中
国・漢に始まった元号には、皇帝が領域や人民の
みならず、時をも支配することを示す意味があっ
たそうですが、日本でも難陳の結果を踏まえて天
皇の勅定で決定されたのは、「時間的な秩序をた
てて人心をまとめる事が天皇の役割だったから
です。」権力の表像あるからこそ、中世以降、武家
が改元に直接、間接的に関与するようになりまし

た。足利義満は至徳、嘉慶などの元号制定に関
与し、織田信長も天正改元に強い影響を与えま
した。江戸時代になると、寛永、承応など将軍の
代替わりに合わせて改元が行われた例も少な
くありません。それが一変したのが明治です。
改元に合わせて一世一元制が導入されたこと
で、明治は空前の４５年まで続きました。天皇
巡航に用いられた当時最新鋭の汽船は明治丸
と名付けられました。やがて明治法律学校（現：
明治大学）や歌舞伎の明治座といった学校や団
体、企業が現れるようになりました。東京大学
の山口輝臣准教授は、「経済が右肩がりで領土
も広がった時代。元号の区切りがあったおかげ
で、成功体験を味わった人々は、明治を‘一つの
豊から時代‘として共有したはず」と話します。
４月１日に発表される年号も、夢と希望に満ち
た素晴らしい年号になるように期待したいと
思います。

　先日新しい元号　令和が発表されました。平成の最後の年度末に卓話の担当をさ
せて頂きありがとうございました。
　さて、この平成を振り返ると３０年以上の年月が経ちましたが思い返すと様々な
出来事がありました。
　オリンピックでの金メダル獲得やノーベル賞受賞など嬉しい話題もありました
が、それとは逆に大きな事故やテロ、残忍な事件また稀に見ぬ未曾有の大災害が多い
３０年間でした。私たち経験をした国民には様々な教訓を活かし次の世代へと繋い

でいく大きな責務があると思います。まもなく平成が終わります新しい元号をむかえる我々国民にとっ
て是非とも　（災）い　ではなく　（幸）いの年で令和元年をスタートして行きたいものです。人は元々弱
い生き物でありますが、人と人との間、つまり人間として力を合わせる事によってより強く負けない力が
生まれると私は信じています。
　全国民にとってすばらしい未来が待っています様祈念致します。 

　ここ最近すっかり春めいて
桜の開花宣言も各地で聞くよ
うになりました。３月も終わり
に近づき、４月１日に平成に変
わる新しい年号の発表がされ
ますが、日本人と「元号」につい

先週のプログラム 「平成30年を振り返って」

山本 博章 会員
卓話担当卓話担当


